
 

 

 

 

 

発達障害者支援法で定義されているそれぞれの障害の特性や支援の方

法について具体的に教えていただきました。それを基に二つの事例研究を

する中で、障害のある子どもの行動には様々な理由が考えられ、支援の方

法もいろいろあることが分かり、子どもを深く理解し、一人一人の教育的

ニーズを踏まえて適切に支援することの重要性が見えてきました。子ども

が困っているのはなぜか、その背景要因をじっくり探ってこそ有効な支援

ができることを強く実感しました。 

岡山大学教師教育開発センター演習 

 教師力を身につけよう！ 
2018 年度 第６回演習テーマ        

1/9(水) 

14:00  

「障害のある子どもの理解と支援について」 

       岡山市教育委員会指導課 

    指導副主査 佃 知美 先生  

 


